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【報告事項】 

市民バス・デマンド交通実証実験の利用状況について 

 

１ 市民バス利用者数の推移（令和５年４月～令和６年３月）について 

（１）エリア別利用者数の推移 

令和５年度の市民バスの利用者数を令和４年度同期実績と比較すると、武生エリア

においては３．９％の増加、今立エリアにおいては１０．６％の減少となり、全体で

は２．５％の増加の５０，４６８人の利用となっており、利用者は路線全体で増加に

転じている。 

ただし、令和元年度同期実績と比較すると１５，８４５人の減少となり、コロナ禍

前の水準までの回復には程遠い結果となっている。 

 

＜市民バス利用者数の状況＞ ＊別冊Ｐ１参照               （単位：人） 

 令和元年度 令和４年度 
 (Ａ) 

令和５年度 
（Ｂ） 

増減 
（Ｂ）－（Ａ） 

市民バス 
武生 59,999 44,436 46,199 1,763 ＋3.9％ 

今立 6,314 4,773 4,269 ▲504 －10.6％ 

計 66,313 49,209 50,468 1,259 2.5％ 

 

（２）ルート別利用者数の推移 

令和５年度のルート別利用者数を令和４年度同期実績と比較すると、武生エリアで

は市街地循環北、市街地循環南、王子保・南、国高・北日野ルート、白山・大虫ルー

トで利用者が増加していた。今立エリアでは、３ルートすべてで利用者が減少してお

り、特に月尾ルートでの減少が顕著であった。 

＜市民バス利用者数のルートごとの比較＞ ＊別冊Ｐ１～２参照 

 ルート 増減 主な要因 

① 市街地循環北 ＋6.1％ 武生駅、ショッピングセンターシピィまでの買い物目

的の利用者が増加している。特に、免許返納者の利用

が増加している（免許返納者乗車増加人数： 318

人、＋7.5％） 

② 市街地循環南 ＋7.2％ 武生駅、ショッピングセンターシピィ、ワイプラザ武

生南店までの買い物目的の利用者が増加している。特

に、免許返納者の利用が増加している。（免許返納者

乗車増加人数：886 人、＋23.4％） 

③吉野・大虫 ▲19.7％ 吉野地区（▲27.4％）、大虫地区（▲10.6％）ともに

利用者は減少している。吉野地区では、1 か月当たり

永坂町東で約 20人の減少、武生駅で約 10 人が減少し

ている。 

大虫地区では、たけふ新駅での乗降者が減少してい

る。 
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④坂口・神山 ▲15.1％ 自家用有償旅客運送実証実験開始に伴い利用者が減少

している。 

⑤王子保・南 ＋6.7％ 武生駅前までの買い物や通院目的の利用者数が増加し

ている。また、今宿町や今宿南での乗降者が増加して

いる。 

⑥国高・北日野 ＋3.6％ 国高地区では利用者は増加（+20.9％）しており、武

生駅前までの買い物や通院目的の免許返納者の利用が

増加している。また、横市町・武生楽市前や国高公園

も増加傾向である。 

北日野地区では利用者が減少（▲15.6％）しており、

たけふ新駅や武生駅前までの乗降者が減少している。

買い物や通院目的の利用者が減少している。 

⑦味真野・北新庄 ▲9.7％ 武生駅前までの買い物や通院目的の利用者数が減少し

ている。特に免許返納者の利用が減少している。（免

許返納者乗車減少数：185 人、▲35.9％） 

⑧白山・大虫 ＋12.9％ 武生駅前までの買い物や通院目的の利用者数が増加し

ている。特に免許返納者の利用が増加している。（免

許返納者乗車増加数：179 人、＋36％） 

⑨月尾 ▲27.4％ 岡本小学校前や杉尾口、あいぱーく今立での乗降が減

少している。 

また、東・今立中央病院前での乗降も減少しており、

通院目的の利用者が減少しているのがわかる。免許返

納者、通常利用の利用者がともに減少している。（免

許返納者乗車減少数：147 人、▲50.1％） 

利用者の内、亡くなった方・施設に入居した方多く、

利用者数減少の一因と考えられる。 

 水間 ▲6.4％ 通院目的の利用者が減少している。 

利用者の内、亡くなった方・施設に入居した方多く、

利用者数減少の一因と考えられる。 

⑪服部 ▲7.6％ 買い物や通院目的の利用者が減少している。 

利用者の内、定期的に乗車していた方が亡くなったこ

とが利用者数減少の一因と考えられる。 

また、少子高齢化による学生の利用者減少も一因と考

えられる。 
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２ デマンド交通実証実験の利用状況について（令和６年３月末現在）  

 

（１） 説明会開催状況 

① 期間：令和５年９月３０日～令和６年３月３１日 

② 回数：６５回 

③ 参加者数：７６９人 

 

（２） 会員登録状況 

① 登録者数：３４４人（令和 5年 12月 15日以降、１２８人増加） 

     ※令和５年１２月１５日時点…２１６人 

 

② 登録者割合： 

６５歳以上の女性が最多（28.2％）。次いで６５歳未満の性別無回答（27.0％）、

６５歳以上の男性（20.1％）の順である。 

 

 

 

 

 

登録者割合 
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③ 登録者割合（年代別 性別）： 

８０歳代の女性が最多（14.8％）。次いで、６０歳代の男性（10.2％）の順であ

る。４０歳代の性別無回答（11.3％）については観光客利用と思われる。 

 

 

 

（３）利用状況 

項目 

令和５年 

１２月１５日 

現在（Ａ） 

令和６年 

３月３１日 

現在（Ｂ） 

増減 

Ｂ－Ａ 

会員登録者(人) ２１６ ３４４ １２８ 

利用経験者(人) ３６ ７８ ４２ 

利用回数(回) １６８ ４７３ ３０５ 

平均利用回数 

(利用回数/利用経験者) 
４．６ ６．１ １．５ 

最大利用回数(回) ３１ ６３ ３２ 

運行日数（日） ２２ ６４ ４２ 

１日あたり利用人数（人） ７．６ ７．４ －０．２ 

登録者割合（年代別 性別） 
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① 利用者割合： 

６５歳以上の女性が最多（33.3％）。次いで６５歳以上の無回答（19.4％）、６５歳

以上の男性（16.7％）の順であり、６５歳以上で全体の約７割を占めている。 

 

 

 

② 地区別内訳： 

地区 
登録者 

(人) 

利用者 

(人) 

利用割合 

(％) 

利用回数 

(回) 

味真野 ５５ １３ ２４ １６１ 

粟田部 ２２ ３ １４ ３７ 

岡本 ３７ ６ １６ ２３ 

東 ３１ １２ ３９ ２１ 

北日野 ４１ ４ １０ ７ 

北新庄 １０ ４ ４０ ６ 

国高 ７ ２ ２９ ４ 

西 ７ １ １４ １ 

その他 １３４ ３３ ３０ ２１３ 

合計 ３４４ ７８ - ４７３ 

※網掛けの地区…実証実験エリア 

 

利用者割合（年代別 性別） 
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③ 曜日別 平均予約件数： 

  越前たけふ駅が開業した３月１６日からは、運行曜日を拡充（※）したことにより、

開業前後で土曜日の平均予約件数１．２件が３．４件に約３倍増加した。 

月曜日は、開業前後で変化がなかったが、火曜日は減少した。 

 

 

 

【令和６年３月】  

曜日別 平均予約件数 

【令和５年１０月～令和６年２月】  

（※）３月１６日からは毎週月曜日、火曜日、木曜日、土曜日の週４日に運行曜日を拡充 

（第４日曜日） （第４土曜日） 

運行曜日：月曜日、火曜日、第４土曜日、第４日曜日 
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（４） 予約状況 

予約方法別予約件数：電話での予約が７割以上と、電話での予約が中心である。 

 

 

 

 

（５） 事業者、利用者・住民からのご意見等 

 

① 事業者からのご意見 

 

② 利用者、住民からのご意見 

予約方法別 予約件数 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

10月 11月 12月 1月 2月 3月

電話 スマートフォン PC

・利用者は高齢者（75歳以上）、特にＢエリア（味真野・今立エリア）が多い 

・買い物利用が多い 

・乗合いが少ない 

・２～３人の少人数グループでの利用が多い 

・乗車３０分前から予約可能であることをもっとＰＲしては 

・最初の登録手続きがネック。家族が勧めて、代わりにしてあげると登録者数が

伸びるのでは。 

・今立総合支所方面は非常に行きやすくなった。 

・今立地区と同じエリアのため、乗継が必要となるため、武生地区と一緒にして

ほしい。 

・運行時間帯について、特に夕方を遅くしてほしい。 

・説明会を繰り返し行わないと、定着は難しいのでは。 
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３ 坂口地区における自家用有償旅客運送事業実証実験の利用状況 

坂口地区では令和５年８月２日から無償での自家用有償旅客運送事業実証実験を開

始しているが、令和６年３月末日までの運行実績は以下の表のとおりとなった。 

令和５年８月から令和６年３月までの８か月間において、１日あたりの平均利用人数

は４．８人となり、実証実験開始前の令和５年７月までに坂口地区で運行していた「さ

かのくち買い物号」の１日あたりの平均利用人数２．５人と比較すると、１．９２倍と

２倍近く増加している。 

１日あたりの平均利用人数増加の要因としては、さかのくち買い物号では行先を買い

物に限っていたが、自家用有償旅客運送実証実験では病院や図書館、中央公園など買い

物以外の場所にも利用できるようになったことが大きいと考えられる。 

市民バス「坂口・神山ルート」の利用数減少は、自家用有償旅客運送への移行が考え

られる。 

 

＜さかのくち買い物号の利用者数＞ 

項目 令和５年７月 

運行日数 ７日 

利用人数 １８人 

1 日あたり平均利用人数 ２．５人 

 

＜自家用有償旅客運送実証実験の利用者数の推移＞    

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

運行日数 

(内学校利用) 

12 

(8) 

13 

(5) 

12 

(3) 

12 

(6) 

8 

(2) 

8 

(4) 

10 

(2) 

15 

(7) 

90 

(39) 

利用人数 

(内学校利用) 

54 

(33) 

64 

(31) 

52 

(16) 

75 

(38) 

37 

(14) 

36 

(24) 

33 

(9) 

85 

(31) 

436 

(196) 

１日あたりの

平均利用人数 

(内学校利用) 

4.5 

(4.1) 

4.9 

(6.2) 

4.3 

(4.3) 

6.3 

(6.3) 

4.6 

(7) 

4.5 

(6) 

3.3 

(4.5) 

5.7 

(4.4) 

4.8 

(5.0) 

 

＜坂口・神山地区の市民バス利用者数の推移＞ 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

令和４年度① 163 155 214 190 161 156 130 171 1,340 

令和５年度② 131 155 137 154 170 109 130 144 1,130 

差（②－①） -32 0 -77 -36 9 -47 0 -27 -210 
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協議事項（１） 

坂口地区における自家用有償旅客運送事業の概要書 

 

１ 事業名称  

自家用有償旅客運送（交通空白地有償運送） 

 

２ 目的 

  坂口地区における公共交通機関については、現在、市民バスが週２日運行している

が、町なかまで約１時間かかるというのが現状である。また、タクシーの予約もなか

なか取れない状況であるため、町なかへの移動手段が少なく、車を持たない高齢者な

どにとっては、日常の買い物や通院といった外出が不便であることが、地域全体の課

題であった。 

こうした課題に対応するため、令和５年８月から、市の委託事業として、住民がド

ライバーとなり、買い物や通院などの外出を地域内で支え合おうと、無償での実証運

行を行っている。 

実証運行は、地区内の団体である「サポートさかぐち」が中心となり、住民の意向

に沿った運行形態や運賃などを協議しながら行っており、令和６年７月からは、有償

で運行できるよう準備を進めている。 

移動に制約のある高齢者や学生が、住民同士の支え合いによる外出機会を持つこと

によって、生活水準の向上が期待できるだけでなく、住民同士の交流が地域全体の活

性化につながることを目的として自家用有償旅客運送による運行を実施する。 

 

３ 運行主体及び委託先 

（１）運行主体  越前市 

（２）運行委託先 サポートさかぐち 

 

４ 運送の区域 

  越前市内全域 

（別添：「坂口地区における自家用有償旅客運送事業運送区域図」参照） 

 

５ 対象者 

   越前市坂口地区（湯谷町、中山町、下別所町、勾当原町、中津原町、下中津原町）

に居住する住民で、事前登録した者 

  ※中学生以下は保護者、または引率教員の同伴が必要 

 

６ これまでの経緯 

（１）令和４年１０月～令和５年７月   自家用有償旅客運送実証実験 準備期間 

（２）令和５年８月～令和６年６月    無償による自家用有償旅客運送実証実験 

（３）令和６年７月１日～        自家用有償旅客運送による運行開始予定 
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７ 実証実験の概要 

（１） 無償による実証運行 

① 週２回運行（毎週木曜日及び金曜日に市が用意した車両を使用） 

② 運転手確保（国土交通大臣認定講習会の実施）、サポーターの確保 

③ 日報及び月報の作成 

 

（２） デマンド運行の有償運行に向けた課題の洗い出し及び対応策の検討 

① 運行形態（運行エリア、発着地、運行時間、利用方法、予約方法、利用料など） 

② 運行経費の精査（車両の燃料費、運転手及びサポーターへの謝礼等） 

③ 利用者アンケートの実施及び検証 

 

８ 運行の基本 

（１）運行形態 自宅への送迎（ドア・ツー・ドア） 

（２）利用方法 事前利用登録制、予約制 

（３）運行日  毎週木、金曜日、第２、４水曜日を基本とする。 

        それ以外の曜日については、運行委託先において運転手などの調整を 

行い、運行可否を決定する。 

（４）運行時間 ８時３０分～１２時、１３時３０分～１６時 

（５）主な目的 

①  買い物、通院など 

  ・毎週木曜日…買い物 

・毎週金曜日…公共施設や病院 

・第２・４水曜日…買い物、通院など特に定めない。 

  ② 坂口地区の学生の教育活動、課外活動への参加、保護者のＰＴＡ活動 

  ③ 地域活動   

 

（６）運賃 

① 大人    ５００円／往復（坂口地区発着） 

２５０円／片道（坂口地区発又は坂口地区着） 

② 中学生以下 ２００円／往復（坂口地区発着） 

１００円／片道（坂口地区発又は坂口地区着） 

※引率する教員または保護者を含む 

③ 回数券/２，５００円（片道１１回分）※大人のみ 

【参考】 

  ・市民バス料金：乗車１回につき１００円（小学生以下無料） 

  ・タクシー料金（坂口地区から町なかまで約１２km）：約 4,000～5,000 円 

 

（７）運行エリア  越前市内全域 

  ・発着地又は発地若しくは着地のいずれかが坂口地区（湯谷町、中山町、下別所町、 

勾当原町、中津原町、下中津原町）内であること。 

・発着地は、坂口公民館、各利用者の自宅（ただし、個人宅訪問を目的とした発着 

は不可）小売店、公共施設、病院及び公共交通の駅や停留所に限る。 
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（８）事業費（令和６年度）  ２，９６７千円 

 【内訳】 市委託料（サポートさかぐちへの運行委託等） １，７９２千円 

      車両リース料                １，１７５千円 

 

９ 運行体制（令和６年４月１日時点） 

（１） 運転手   １８人 

（２） サポーター １４人 

（３） 運行管理・整備管理責任者  １名 

（４） 整備管理責任者       １名 

 

１０ 車両について 

（１） 車種 日産セレナ（８人乗りワゴン車） 

（２） 台数 １台 

（３） 保険 車両リース料に含む 

 

１１ 坂口地区住民アンケート結果について 

（１） 調査時期   令和６年２月６日（火）～令和６年２月２３日（金）   

（２） 配布数    ３６４枚 

（３） 回答数    ２５９枚 

（４） 回収率    ７１％ 

（５） 集計結果   別添のとおり 
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坂口地区自家用有償旅客運送事業（うらら のりねぇ～のＧＯ！！） 

住民アンケート結果 

 

１ 利用状況について 

 

問１ 自家用有償旅客運送を利用したことはありますか。 

ある ない 無回答 

１７．０％（44人） ８１．９％（212 人） １．１％（3 人） 

 

問２ 自家用有償旅客運送を、また利用したいと思いますか。 

（利用したことがあると答えた人に対して） 

利用したい 利用したいと思わない 無回答 

９５．４％（42人） ２．３％（1 人） ２．３％（1 人） 

 

【利用者、運転者からの意見】 

・玄関先までの送迎や、重い荷物を運んでもらえて助かる。 

・ドライバーをしたところ、希望するところに最短で行けるので、大変便利な様子。 

・普段、会わない人と話ができるのが楽しい。 

・地域の人との交流があってよかった。 

 

問３ 有償後も自家用有償旅客運送を利用したいと思いますか。 

（利用したことがあると答えた人に対して）    

毎回利用したい たまに利用したい 
特に利用したい

と思わない 
無回答 

１８．２％（8人） ６５．９％（29人） ６．８％（3 人） ９．１％（4 人） 

 

 

 

「自家用有償旅客運送を利用したことがある」と答えた４４人のうち、９５％以上の

４２人が「また利用したい」と答えており、今後の運行継続を希望していることから、

定着が進んでいることが伺える。 

「利用したことがある」と回答した４４人のうち、のうち、８４％以上の３７人が、

有償後も「毎回利用したい」、「たまに利用したい」と回答している。 

現行の無償から有償運行に変わった後も、現状の利用者数を維持しながら、運行を

継続できると推測できる。 
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２ 市民バスの利用状況について 

※坂口・神山ルート…毎週火・土曜日の２日（１日あたり往復２便）運行 

 

問１ 市民バスを利用していますか。 

現在 

利用している 

以前から 

利用していない 

以前は利用していたが、 

今は利用していない 
無回答 

１３人 

（5.0％） 

３６人 

（13.9％） 

１９８人 

（76.4％） 

１２人 

（4.7％） 

 

問２ 市民バスを利用する頻度はどのくらいですか。 

（現在、市民バスを利用していると答えた人に対して） 

週２回 週１回 
月１～２回 

程度 

半年に 

１回程度 

１年に 

１回程度 

その他（2 カ

月に１回） 

無回答 

０人 

（0.0％） 

１人 

（7.7％） 

２人 

（15.4％） 

２人 

（15.4％） 

０人 

（0.0％） 

１人 

（7.7％） 

７人 

（53.8％） 

 

３ 「市民バス」から「自家用有償旅客運送」への移行について 

 

問１ 「市民バス」と「自家用有償旅客運送事業」のどちらが便利で使いやすいか。 

① 自家用有償旅客運送を利用したことがある人 

 市民バス 自家用有償旅客運送 無回答 

４．５％（2 人） ７９．６％（35人） １５．９％（7人） 

 

② 自家用有償旅客運送を利用したことがない人 

 市民バス 自家用有償旅客運送 無回答 

１６．５％（35人） ５５．７％（118 人） ２７．８％（59人） 

 

【自家用旅客運送を選択した理由】 

・家まで迎えに来てくれるから 

・直接目的地まで行けるから。 

・家から目的地までの時間が早い。 
 

市民バスを現在利用しているのは１３人（5.0％）のみで、利用していない人は、全

体の９割以上の２３４人であった。利用している人のうち、最も多い利用頻度は、週１

回の１人のみで、次いで月１～２回程度が２人、２カ月に１回程度、半年に１回程度が

それぞれ１人となっている。 

市民バス利用者も全体的に少数であり、定期的に利用している人は、さらに少ない。 
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① 自家用有償旅客運送を利用したことがある人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自家用有償旅客運送を利用したことがない人 

 

 

 

 自家用有償旅客運送の利用経験の有無に関わらず、自家用有償旅客運送の方が、便利で

使いやすいと回答した。 

自家用有償旅客運送を利用したことがある人の回答では、７９．６％の３５人が自家用

有償旅客運送の方が便利で使いやすいと回答しており、自家用有償旅客運送を実際に利用

した人の方が、利用したことがない人と比較して「自家用有償旅客運送の方が便利で使い

やすい」と回答している割合が２割以上高いことから、今後の自家用有償旅客運送の継続

的な利用や、市民バスから自家用有償旅客運送への移行が期待できる。 

市民バス
2人

4.5%

自家用有償旅客運送
35人

79.5%

無回答
7人

15.9%

「市民バス」と「自家用有償旅客運送事業」の

どちらが便利で使いやすいか。

市民バス 自家用有償旅客運送 無回答

市民バス
35人

16.5%

自家用有償旅客運送
118人
55.7%

無回答
59人

27.8%

「市民バス」と「自家用有償旅客運送事業」の

どちらが便利で使いやすいか。

市民バス 自家用有償旅客運送 無回答

18



協議事項（２） 越前たけふ駅シャトルバスにおける運賃及びダイヤの変更について 

  

以下の２点について変更を行う。 

 

１ 運賃 

（１）変 更 前  １回 500 円 ※未就学児は無料 

（２）変 更 後  １回 500 円  

※75 歳以上、小中学生・高校生、障がい者（介護者含む）、運

転免許自主返納者は 250 円 

※未就学児は無料 

（３）変 更 理 由  デマンド交通実証実験と同等の割引サービスを適用し整合性を

図るため。 

（４）変更予定日  令和６年８月１日から 

（５）表示場所及び内容   下記のとおり 

 

   

 
  

現在の表示場所① 現在の表示場所② 

表示案 
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２ ダイヤ 

 

（１） 変更内容 

「バロー国高店前（東部商店街）」の停車便の増便（下図赤枠部参照） 

 

 

（２） 変更理由 

６時２３分発 東京行き「かがやき」をはじめとする北陸新幹線を利用する越

前たけふ駅への移動手段確保を行い、越前たけふ駅の利便性向上を図るため 

 

（３） 変更予定日  令和６年８月１日から 
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家
用
車
若
し
く
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
保
有
車
を
使
用

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
雇
用
形
態

事
業
者
と
の
直
接
雇
用
（
業
務
委
託
は
不
可
）

損
害
賠
償

対
人
８
，
０
０
０
万
円
以
上
及
び
２
０
０
万
円
以
上
の
任
意
保
険
若
し
く
は
共
済
へ
の
加
入
が
必
要

事
前
確
定
運
賃
制
度
の
導
入

今
後
、
国
が
指
定
（
武
生
交
通
圏
は
制
度
未
導
入
）

人
材
確
保

自
治
体
、
事
業
者
、
経
済
団
体
が
連
携
し
て
広
く
募
集

 
５

 
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
 
・

実
証

５
月

７
日

タ
ク

シ
ー

ド
ラ

イ
バ

ー
確

保
対

策
検

討
会

議
開

催
［

実
証
内

容
や
必
要

経
費
の

検
討

］

５
月

１
０

日
不

足
車

両
数

の
申

出
（

市
町

⇒
福

井
運

輸
支

局
）

５
月

２
２

日
タ

ク
シ

ー
が

不
足

す
る

地
域

等
の

指
定

・
公

表
５

月
下

旬
許

可
申

請
（

タ
ク

シ
ー

事
業

者
⇒

福
井

運
輸

支
局

）
６

月
以

降
許

可
が

下
り

、
準

備
が

整
い

次
第

、
実

証
運

行
開

始

ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
の
実
証

に
つ
い
て

2
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越
前

市
地

域
公
共

交
通
計

画
の
策

定
に
つ

い
て
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１
越
前
市
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
に
つ
い
て

（１
）計
画
策
定
の
背
景
と
目
的

・地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
地
域
公
共
交
通
計

画
策
定
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。

・令
和
６
年
３
月
に
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、
本
市
の
公
共
交
通
が
担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

・越
前
た
け
ふ
駅
は
、
並
行
在
来
線
か
ら
離
れ
た
新
幹
線
駅
の
た
め
、
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
効
率
よ
く
移
動
で
き

る
二
次
交
通
の
整
備
が
必
要

・地
域
交
通
に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
な
ど
新
た
な
交
通
の
実
証
運
行
を
進
め
て
お

り
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
便
利
な
移
動
手
段
と
な
る
よ
う
検
討
が
必
要

・本
市
の
公
共
交
通
を
ト
ー
タ
ル
で
最
適
化
し
、
持
続
可
能
な
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
た
め
、
越
前

市
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
の
協
議
を
経
て
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
、
本
市
に
適
し
た
公
共
交
通
施
策
や

事
業
に
取
組
む
。
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１
越
前
市
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
に
つ
い
て

越
前

市
を

取
り

巻
く

現
状

・
新

た
な

流
れ

人
口

減
少

社
会

少
子

高
齢

化
公

共
交

通
利

用
者

の
減

少

新
幹

線
開

業

デ
マ

ン
ド

交
通

な
ど

新
し

い
交

通
の

導
入

運
転

手
不

足
観

光
客

や
ビ

ジ
ネ

ス
客

な
ど

交
流

人
口

の
拡

大

公
的

負
担

が
年

々
増

加

越
前

市
地
域

公
共
交

通
計

画
（

令
和

７
年

３
月
策

定
予

定
）

策
定

の
ポ
イ

ン
ト
：

公
共

交
通

を
ト
ー

タ
ル

で
最

適
化
、

持
続

可
能

な
地
域

交
通

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の

形
成

①
越
前
た
け
ふ
駅
を
拠
点
に
、
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
効
率
よ
く
移
動
で
き
る
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築

②
地
域
交
通
の
利
便
性
向
上
と
利
用
促
進
を
目
指
す

③
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て
、
複
数
の
交
通
モ
ー
ド
全
体
を
見
直
し
再
編

車
へ

の
依

存
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１
越
前
市
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
に
つ
い
て

（２
）計
画
の
位
置
付
け

越
前
市
総
合
計
画

越
前
市
地
域
公
共
交
通
計
画

上
位
計
画

関
連
計
画
（
周
辺
交
通
圏
な
ど
に
お
け
る
計
画
含
む
）

・越
前
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
立
地
適
正
化
計
画
）

・市
観
光
振
興
プ
ラ
ン

・第
３
期
越
前
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

・福
井
県
並
行
在
来
線
地
域
公
共
交
通
計
画

・福
井
鉄
道
交
通
圏
地
域
公
共
交
通
計
画
な
ど

福
井
県
嶺
北
地
域

公
共
交
通
計
画

（３
）計
画
期
間
と
対
象

（
１
）
計
画
期
間

５
年
間
（
令
和
７
年
度
～
令
和
１
１
年
度
）

（
２
）
対
象
区
域

越
前
市
全
域

（
３
）
計
画
の
対
象

市
民
バ
ス
、
路
線
バ
ス
な
ど
従
来
の
公
共
交
通
の
ほ
か
、
北
陸
新
幹
線
、
並
行
在
来
線
、
福
井
鉄
道
福
武
線
、
タ
ク
シ
ー
、
デ
マ
ン
ド
交
通
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
、
福
祉
関
係
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
地
域
の
多
様
な
輸
送
資
源
を
総
動
員
す
る
も
の
と
す
る
。
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２
本
市
の
地
域
交
通
に
お
け
る
取
組
み
の
方
針

越
前
市
総

合
計
画

政
策

2
3

地
域

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

【
取

組
み

の
方

針
】

(
1
)

手
軽

で
乗

り
や

す
い

交
通

の
確

保
・
デ
マ

ン
ド
交

通
な

ど
の
多
様

な
交
通

手
段

の
組
み
合

わ
せ
に

よ
り

、
高
齢

者
や
通

勤
・

通
学
者
の

移
動
手

段
の

確
保

・
ハ
ピ

ラ
イ
ン

ふ
く

い
「
し
き

ぶ
駅
」

や
周

辺
の
利
便

性
向
上

、
利

用
促
進

(
2
)
 
北

陸
新

幹
線

の
利

便
性

向
上

か
が
や
き

の
停

車
本
数
増

加
、
駅

と
各

拠
点
を
結

ぶ
移
動

手
段

の
整
備

(
3
)

持
続

可
能

な
鉄

道
サ

ー
ビ

ス
の

支
援

利
便
性
の

向
上

や
車
に
頼

り
す
ぎ

な
い

住
み
や
す

い
ま
ち

づ
く

り

(
4
)

地
域

交
通

の
再

整
備

ま
ち
づ
く

り
と

連
携
し
た

地
域
交

通
の

再
整
備

28



２
本
市
の
地
域
交
通
に
お
け
る
取
組
み
の
方
針

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
⑨

ま
ち
な

か
「
あ

そ
べ

る
、
く
ら

せ
る
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ウ
ォ

ー
カ

ブ
ル

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

・
観

光
サ

イ
ン

の
整

備
や

地
域

の
観

光
資

源
を

活
か

し
た

ま
ち

な
か

の
周

遊
の

推
進

・
ラ

ス
ト

ワ
ン

マ
イ

ル
の

移
動

手
段

の
検

討

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
⑩

地
域
交

通
最
適

化
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト

１
地

域
二

次
交

通
へ

の
対

応
・

タ
ク

シ
ー

の
補

完
的

な
運

行
を

検
討

新
幹

線
の

発
着

時
間

に
合

わ
せ

た
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
乗

り
合

い
タ

ク
シ

ー
な

ど

２
中

山
間

地
域

で
の

デ
マ

ン
ド

型
交

通
の

導
入

・
自

家
用

有
償

旅
客

運
送

に
よ

る
デ

マ
ン

ド
型

交
通

の
展

開

３
地

域
交

通
ト

ラ
イ

ア
ル

・
持

続
可

能
な

地
域

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
・

自
動

運
転

や
ト

ラ
ン

ジ
ッ

ト
モ

ー
ル

化
の

検
討

優
先
的
、

重
点
的

に
取

り
組
む
チ

ャ
レ
ン

ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
越
前
市
総

合
計
画
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２
公
共
交
通
再
編
検
討
調
査
に
つ
い
て

項
目

対
象

調
査
方
法

主
な
調
査
項
目

主
な
検
証
内
容
や
目
的

①
市
民
バ
ス

・
市
民
バ
ス
利
用
者

※
平
日
及
び
土
曜
日
の

各
１
日
（
全
1
1
ル
ー
ト
）

・
車
内
で
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
調
査
票
配
布
、
郵
送
回
収

・
利
用
状
況

（
頻
度
、
利
用
区
間
、
目
的
な
ど
）

・
そ
の
他
の
公
共
交
通
の
利
用

状
況

・
利
用
者
の
満
足
度
、
要
望

・
来
訪
目
的

（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
者
に
宿
泊

地
、
目
的
地
な
ど
）

・
満
足
度
（
ル
ー
ト
、
運
行
日
、
時

間
帯
、
運
賃
等
）
を
把
握

・
デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の
移
行
に
向

け
た
検
討
に
活
用

②
デ
マ
ン
ド
交
通

・
全
登
録
者

・
郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

（
W
e
b
回
答
も
可
）

・
外
出
機
会
増
な
ど
、
も
た
ら
さ

れ
た
効
果
、
影
響
を
把
握

・
利
用
し
な
い
理
由
を
把
握
し
、

導
入
時
の
見
直
し
検
討
に
活
用

③
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
者

・
越
前
た
け
ふ
駅
の
改
札
口
や

停
留
所
で
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
調
査
票
配
布
、
郵
送
回
収

・
新
幹
線
駅
か
ら
の
移
動
状
況
を

把
握

・
利
用
者
の
満
足
度
（
ル
ー
ト
、
時

間
帯
、
運
賃
、
利
用
し
な
い
理
由

等
）
を
把
握
し
、
運
行
形
態
の
見

直
し
検
討
に
活
用

（
１
）
各
種
調
査

利
用
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
郵
送
を
通
じ
て
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
意
識
を
把
握

調
査

目
的
：

調
査
結

果
か

ら
の

検
証
内

容
を

市
の

現
状
や

主
な

課
題

の
整
理

に
活

用
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２
公
共
交
通
再
編
検
討
調
査
に
つ
い
て

対
象

調
査
方
法

主
な
調
査
項
目

主
な
検
証
内
容
や
目
的

・
市
内
の
1
8
歳
以
上

の
市
民
を
無
作
為

抽
出

・
市
内
高
校
生

・
市
内
の
６
５
歳
以

上
の
市
民
を
無
作

為
抽
出

・
郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

（
3
,0
0
0
部
配
布
、
W
e
b
回

答
も
可
能
）

①
移
動
実
態

買
い
物
、
通
院
、
通
勤
・
通
学
、
そ
の
他

の
外
出
の
４
つ
の
外
出
動
向

②
公
共
交
通
の
利
用
に
つ
い
て

市
内
公
共
交
通
（
路
線
バ
ス
、
市
民
バ

ス
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
鉄
道
等
）
の
利
用
頻

度
、
満
足
度
、
改
善
要
望

③
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
の
認
知
度
、

必
要
性
に
つ
い
て
の
意
見

④
今
後
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
の
意
見

・
公
共
交
通
に
対
し
て
市
民

が
求
め
る
要
素
か
ら
課
題
を

抽
出

⇒
公
共
交
通
施
策
の
見
直
し

や
方
向
性
を
検
討

※
高
校
生
に
対
し
て
は
、
学

生
目
線
で
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

※
高
齢
者
目
線
で
の
ニ
ー
ズ

や
免
許
返
納
に
伴
う
移
動
の

課
題
、
意
向
に
つ
い
て
把
握

（
２
）
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
３
）
路
線
バ
ス
、
そ
の
他
の
公
共
交
通
の
利
用
実
態
と
分
析
（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
、
ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
、
福
井
鉄
道
福
武
線
な
ど
）

⇒
運
行
事
業
者
か
ら
の
デ
ー
タ
を
整
理
、
利
用
実
態
の
状
況
と
分
析
を
行
う
。
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４
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
体
制 地

域
公

共
交

通
計
画

策
定

体
制

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

【
構
成
】

・
学
識
経

験
者

・
住
民
、

利
用
者

代
表

・
交
通
事

業
者

・
国
、
県

【
実
施
項

目
】

・
現
状
と

課
題
の

抽
出

、
検
討

・
計
画
案

作
成

・
評
価
指

標
、
目

標
値

の
検
討

・
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ

メ
ン

ト
実
施

【
事
務
局

】
地
域

交
通

課
各
種
調
整

、
取
り

ま
と

め

市 議 会 市 民

地
域

公
共

交
通

会
議

・
学
識
経
験
者

・
交
通
事
業
者

・
利
用
者
代
表

・
交
通
行
政
団
体

庁
内

関
係

課

タ
ク

シ
ー

事
業

者
連

絡
会

バ
ス

事
業

者
連

絡
会

報
告

委
員

会
全

協
等

意
見

意
見

募
集

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

等

意
見

報
告

課
題

共
有

報
告

課
題

共
有

庁
内
調
整

意
見
交
換
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５
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
６
年
６
月
（
6/
5）

第
１
回
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

７
～
８
月

第
２
回
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
骨
子
案
）

１
１
月

第
３
回
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
計
画
案
）

１
２
月

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

令
和
７
年
１
月

第
４
回
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
計
画
案
）

３
月

計
画
案
市
長
報
告

計
画
決
定

※
庁
内
関
係
各
課
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を
随
時
開
催

※
議
会
に
随
時
説
明
（
全
員
説
明
会
、
議
員
説
明
会
、
委
員
会
等
）
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